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お問合せ先

江東区議会「江東清風会」区政レポート

【携帯電話】 ０９０－１１１０－５３９２
【事務所】 江東区豊洲４－９－１３－２０７
【発行責任者】 西垣 誠

★ 皆 様 の お 声 を お 寄 せ く だ さ い ！

にしがき誠が目指す
３つの政策！

にしがき誠

検索

是非フ ォ ローをお願いします！

【公式ホームページ】 https://nishigakim.jp/

X (@nishigakimakoto)

Instagram (nishigaki.makoto)

Facebook （西垣誠）

愛犬のナツ
（女の子）

【主な活動の経歴】◇豊洲北小学校初代PTA会長（6年間）◇区立小学校PTA連合会会長（H24年度）◇深川第五中学校PTA副会長
◇青少年対策豊洲地区委員会育成部部長◇防災士◇保護司◇江東区ラジオ体操連盟理事/牡丹町公園ラジオ体操会顧問/全国ラ
ジオ体操連盟公認１級指導士◇江東区エアロビック連盟顧問◇金剛禅総本山少林寺東京辰巳道院顧問◇豊洲睦会員 ◇NPO法人
都市型防災ネットワーク副理事長◇ローリングマンデープリスクール第三者委員◇江東区青少年問題協議会委員/生活安全対策協
議会委員/環境審議会委員 ★平成24年11月3日「江東区政功労者表彰（教育関係功労者）」受章 ★令和4年11月29日「関東地方保
護司連盟会長表彰」受章（保護司活動にて） 
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お年寄りを敬い、こども達が輝く地域へ！

江東区議会議員

【プロフィール】◆昭和４７年１月 大分県出身
◆平成６年３月 明治大学 商学部卒業
◆職歴：平成６年４月 国内金融機関就職～
  外資系金融機関勤務～江東区議会議員（３期目）
◆趣味：日本全国温泉めぐり、ジョギング

第５７回・第５８回 区政報告会
※参加費無料

（小さなお子様連れも大歓迎です！）

★豊洲シビックセンター 第２研修室（８Ｆ）
日時：３月２９日（日） １０：００～１１：３０

※９：４５受付開始
★古石場文化センター 第１研修室（２Ｆ）
日時：３月３０日（月） １０：００～１１：３０

※９：４５受付開始

区政レポートや街頭演説ではお伝えしきれな
いことがたくさんございます。今回も有意義な
情報交換の場になることを確信いたしておりま
す。ご友人の皆様お誘いあわせのうえ、お気
軽にご参加ください！
★２回共に同じ内容です

過日、令和7年第4回定例会の本会議で代表質問の機

会をいただき、私から、今回は教育施策に絞った3点に

ついて質問をいたしました。

長文となりますが質疑応答の概要を以下のとおりご報

告申し上げますので、ご確認いただき、ご意見・ご要望

などございましたら是非ともお声をお寄せください！

Ｑ：学校公開の際など、教員の私用スマートフォンが使用されている授業風景を目にす
ることがあるが、全国各地では教員による盗撮被害が相次いでいる。
また、こども家庭庁からは、教育施設内に防犯カメラの設置が有効である、との案も
示されているが、その抑止効果に期待はするものの、犯罪自体を未然に防止しなけれ
ば意味がない。
そこで、費用対効果も鑑み、公用スマートフォンを各校に2台ずつ貸与をして、例えば、
授業の音源で使用することを希望する教員へ貸し出すことで教員の授業展開を応援し
たり、撮影画像のチェックをすることを提案する。
また、そうすることで、教員の私用スマートフォンの職員室からの持ち出しを強く抑制
できると考えるが、見解をうかがう。

Ａ：画像や動画で学習の様子を記録することは重要であり、現在は公用で一括管理を
しているデジタルカメラでの撮影をするなど、児童生徒に不安を与えないように配慮を
しているが、全国では公用カメラで盗撮をしていたという報道もあり、管理の一層の徹
底に努めたい。
ご提案の公用スマートフォンの貸与については、教員の利便性の向上は期待される
ものの、その管理者（副校長）の業務の増加が危惧される。
よって、今後機能更新される全教員に貸与している端末の活用状況を踏まえ、スマー
トフォンの貸与については、その有効な活用方法も含めて検討する。

教員による盗撮防止に向けた
公用スマートフォンの貸与を
（答弁者：教育委員会事務局次長）

（感想） 犯罪行為を発生させないためには、その根源を断つ必要があります。私が個別にヒアリングをさせていた
だいた全ての学校長から、公用スマートフォンの貸与のご要望がありました。
校内で何か不祥事が発生した場合には、まずは学校長がその管理責任を問われますが、学校長は管理下の全て
の教職員の私生活や趣味・嗜好までを把握はできません。
学校長の精神的負担軽減のためにも、引き続き働きかけを実施してまいります。



討議資料
令 和 7 年 第 4 回 定 例 会 質 疑 応 答

Ｑ：日本国憲法第26条では“義務教育は無償”と定められており、我が
国では授業料や教科書も無償で給与されている。
また、東京都が国に先立ち、学校給食費の無償化や、私立高校の授
業料軽減助成金を創設して子育て政策を推進してきているが、23区内
の各区でも修学旅行費を無償化したり、学校の教材費まで無償化の枠
組みを拡大していく動きがある。
このようなこども達への投資の現状について、本区の認識をうかがう。

Ａ：義務教育にかかる費用は、本来は国において全国一律で検討する
べきであるが、そのような子育て支援は必要なものと考える。
また、本区では従前より、こども医療費無償化を高校生相当まで拡大
したり、令和5年度には18歳以下のこどもを養育する世帯へ電子クーポ
ン3万円を配布するなど、取り組みを進めてきた。

Ｑ：私から令和6年11月の本会議代表質問に続き、令和7年6月の補正
予算審査特別委員会においても提言をしたとおり、「小1の壁※」の解
消を目的に、区立小学校の朝の開門時間を午前7時30分に前倒しをす
るトライアルが夏季休暇明けから始まったことは評価をする。
しかし、その担い手は提言をしてきた“きっずクラブ委託事業者”では
なく、シルバー人材センターで実施されている。
現状は懸念を伝えてきたとおり、3校でトライアルを開始する予定が、
シルバー人材センターで担い手が確保できず、予定されていた豊洲北
小学校では未だ開始日が定まっていない。
やはり、日頃から児童と顔の見える関係が構築されている“きっずク
ラブ委託事業者”を担い手とすることで、人員の確保も含めて安定的に、
速やかに区内46校全校で本格実施を開始するべきと考えるが、見解を
うかがう。

Ａ：シルバー人材センターを担い手として2校でトライアルを開始したが、
豊洲北小学校では人員確保ができておらず、本格実施には他の委託
先の確保が必要であると認識しており、きっずクラブ委託事業者や地
域住民による見守り体制の構築も含めて様々な方策を検討する。
また、利用者からは「是非利用したかった」「大変助かっている」という
お声をいただいているが、年度途中にトライアルを開始した影響もあり、
日々の利用者が少ないことも課題である。
今後は、利用者の意向などの検証や利用状況の分析を行い、事業を
充実するよう検討をする。

（感想） 懸念を伝えてきたとおり、トライアル3校の検証を実施するどこ
ろか、未だに1校はトライアルが開始されていない惨憺たる状況です。
江東区教育委員会は、本事業について早期に全校展開を目指す意
気込みが無いことが露呈されたので、今後も引き続きあらゆる機会で
追及してまいります。

Ｑ：小学6年生で実施されている日光移動教室や、小学5
年生の一部の林間学校で利用されている江東区立日光
高原学園近郊でも、近年は熊の出現が確認されている。
そこで、熊に遭遇した際の教員や児童に対する指導内
容と、予防的処置についてうかがう。

Ａ：日光市やビジターセンターなどから現地周辺情報を収
集し、適時、利用する学校に注意喚起を実施している。
また、ハイキングなどに携行するための“熊鈴”を現地に
配備したり、状況に応じてハイキングコースの変更や、早
朝・夜間の活動を屋内で行うなど、安全に努めている。

Ｑ：5年生の全校で実施されている林間・臨海学校は教育
課程外の位置づけであり、公費負担は無く、各校が主体
的に実施をしている。
また、出欠は各ご家庭の判断に委ねており、教育委員会
としては参加状況についても関知をしていないが、全てを
学校任せの現状が健全であるとはとても思えない。
よって、経済的理由やいじめで参加できない児童がいる
可能性も排除できないため、本行事は教育課程内へ移管
をして全額公費負担とし、教育委員会が主体的に関わり、
今後も永続的に実施するべきである。
加えて、教育課程内に移管することで夏季休業中から外
すこととなるため、教員の働き方改革にも直結すると考え
るが、見解をうかがう。

Ａ：本行事は企画、宿泊先や移動手段の確保、費用の徴
収など一連の事務を学校が担っており、相応の負担をか
けていることは認識している。
また、夏季休業中の実施による教員の負担感のみなら
ず、近年の猛暑による夏季の実施についても課題となっ
てきている。
そこで、教育課程内への移管について各校に確認をす
ると共に、公費負担についても、学校と連携しながら必要
な見直しを進める。

（感想） 学校は教育の場のみではなく、保護者対応や地
域との連携など、本来教員が担うべき以外の多種多様な
業務にも忙殺されています。
教育的効果が極めて高い伝統的行事である林間・臨海
学校について、学校に全てを委ねている現状はあまりにも
無責任であり、早急に改善するべきと考えます。

本区で育ちゆくこども達への投資について
（答弁者：大久保区長）

＜※小1の壁とは＞

小学校の登校時間は保育園の登園時間より遅くなり、生活スタイル

も変わるため、多くのご家庭では母親が働き方を変えるか、あるい

は退職せざるをえなくなる社会現象。

小1の壁

【区政報告会】
年に3回（3月、7月、11月）、毎回90分間で区
政の最新情報（裏話も含む）をご報告してお
り、参加者の皆様にしか知り得ない情報もお
届けしています。
インターネットを活用した配信のご要望も
多くいただきますが、当日の発言に制限が
掛かってしまうような気がするため（笑）、お
応えできません事をご容赦ください。

昨年も地域のイベントや学校行事、防災訓

練など、様々な活動に参加させていただき、

たくさんの方々との出会いの機会がありま

した。 SNSによる交流も大切ではあります

が、やはり直接お会いしてお話をお伺いす

る大切さを痛感しております。

今年も精力的に駅頭活動及び区政報告

会を実施して参ります！

お困りごとや疑問、誰に聞いて良いかわ

からないことなどございましたら、是非お声

をお聞かせください！（表面下段のお問合

せ先をご参照ください）

【駅頭活動】
区内臨海部の15ヵ所で朝5：30～9：30まで4時
間のご挨拶。いつも温かいご声援と区政レポ
ートのお受け取りをありがとうございます！

小学5年生の林間・臨海学校への公費負担を
（答弁者：教育委員会事務局次長）
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